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ボーリング柱状図
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上部10cm有機質シルトを混入。
以下径10-30mmの角礫が混じる砂
よりなる。ところどころに、コン
クリート塊が混じる。
径10-30mmの角礫を主体とする
砂礫で、マトリクッスは粗砂よ
りなる。深度1.50-1.90m間、
150mm程の転石が占める。
下部に従い、粘土の混入が多く
なる。

径10-30mmの角礫を主体とする
砂礫で、マトリックスは粘土混
じりの粗砂よりなる。
深度3.70-3.85m間、礫主体。
深度3.85-4.00m間、転石が占め
ている。
深度6.90-7.15m間、礫ならびに
転石で占められている。
深度8.45m以深、礫の占有率が
高く、礫質土を呈す。

深度9.40-9.60m間、砂礫状コア
を呈す。深度9.60-9.75m間、棒
状コアを呈するも、粘土化した
部位を挟む。深度9.75-10.20m
間、砂礫状コアが多く、最長
5cmの棒状コア。
最長12cmの棒状コアを呈す。
深度10.20-10.45m間、砂状に
風化した部位を挟む。
深度10.55m、10.63m、10.85-
11.00m間、砂状に風化した部位
をフィルム状に挟んでいる。
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